
　私は、昨年より特別支援教育士資格認定協会の

副会長として、主にセミナーと実習を担当してい

る。また、地域においては、専門家として堺市の

学校巡回を行っている。巡回相談は、発達障害の

子どもや教師の困難がどこにあるのかを理解する

またとない良い機会である。巡回の対象にあがっ

てくるのは、広汎性発達障害の子どもかＡＤ／ＨＤ

またはこの２つの合併の子どもで行動面に問題が

ある児童が中心で、まだまだ学習上の問題をもつ

子どもの相談が少ないのが実情だ。しかし、クラ

スには、読みがスラスラできない子や、ノートを

取ることに手間取る子、落ち着き無く学習への集

中ができない子、明らかに知的な問題を抱えてい

る子など学習上の援助が必要と思われる子が複数

いるが、担任からは、問題があがらないことが多

い。巡回相談では、対象の子どもへの助言と併せ

て、クラスにいる学習支援の必要な子どもについ

ても意識的にコメントをすることにしている。

　特別支援教育に積極的な関西においても、特別

支援教育が始まったといっても、学校や教師の目

がＬＤ等の子どもへの学習支援に届いていないの

が実情である。さらに特別支援教育士（Ｓ.Ｅ.Ｎ.Ｓ）

の養成にかかわっていると、受講者の発達障害に

ついての基礎知識はかなり高くなっていることを

感じるが、読み書きの評価及び学習の評価、個別

の指導計画の作成とそれに基づく具体的支援につ

いてはまだまだ弱さがあると感じている。実習で

は、個別指導計画に基づき学習支援のできる教師

養成を目指している。

　ＬＤに限らず、ＡＤ／ＨＤや高機能広汎性発達障

害の子どもも、読み書き障害、書字障害、読解の

問題、算数障害が合併していることが多い。また

ＡＤ／ＨＤは、不注意からくる学習の問題を抱え

ている。

　発達障害にかかわる学会が複数ある中で、日本

ＬＤ学会は、ＬＤを中心とする発達障害の子どもの

学習支援を中心においた研究を積極的に推進し、

現場の教師が対象の子どもの認知特性を考慮に入

れた学習支援が実現できるようにすることがその

役割を果たすことではないかと考えている。

ＬＤ学会がめざすもの
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